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符号は等化された後，ハイプリッドにより分岐され，一方はゲ

ート中継され送信側に送出され，また他の一方は同時に復調器

により復調され，直流信号として論理部に与えられる。

写真ーl 遠方制御盤

自局より 送出する場合は，論理部よりゲー ト制御信号が制御

器に与えられ， ゲートを変調器側に切り換え，送信側に符号を

送出する。また回線断もレベノレ低下を含めて常時監視している。

また入力・出力は絶縁トラ γスを経て線路に整合されている。

伝送部の主要定格は次のとおりである。

(1) 入出力ィ γ ピーダ γ ス 600n不平衡

(2) 変調方式 FS 変調

(3) 符号伝送速度 1 ， 200 ポー

(4) 鍛送波および偏移周波数

r +800c/s マーク
1, 800c/s { 

l -800c/s スベース

(5) 送信規準レベノレ +10dbm 

(6) 最低受信レベノレ ー 14 dbm

論理部はH型方式の複雑な論理操作を組織的に行なわせるた

め，クロック信号による同期方式をとっている。論理素子とし

ては，アリップフロップ， レジス?，インパ-?，アンプ， ゲ

ート等各鍾の回路によっ て情成されている。符号方式は図 4 に

示すとおりで， 普通符号を RZ (return zero) 方式，指令符号を

NRZ (non return zero) 方式として両者を明確に区別している。

また制御，表示を区別するため制御選択符号のみパリアンスを

付し表示連絡符号には付けなし、。誤符号を防ぐためのステー γ

ョンパリテーおよびポジγ ョ γパリテーは，ともに奇数パリテ

ーで， ステーションパリテ ーは指令内容までのチェックを行な

っている。
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図-5 SS，単独制御のときの回線符号

図ー5 に回線符号の一例を示す。結合リレーはワイヤスプリン

グリレーが用いられ，論理部と中継リレーを経て配電盤または

機器との聞の仲介の役目を果たしている。以上の信号伝送部お

よび論理部は，プリントによるパッケー ジ構造となっており，

各パッケージは機能別に回路構成されている。

情報記憶盤は， H型方式において前述のとおり連絡時間が著

しく速く ， また 2-4 群の記録を l 倒の印字機神障をも って行な

うため，異なった群の情報は， 全く同時に到達することが考え

られ， プリ γ タの印字速度は 4 情報/sec なので追従することは

できない。 したがって電子回路による情報記憶部を設け，情報

をいったん記憶させ，これを印字速度に応じて順次放出させる

ようにしたものである。

写真ー2 東京制御所電源鍍

電源盤は制御所 ・被

制御所ともほぼ同様で，

直流 I05 V を入力とし，

電源側よ りの誘導を防

ぐため DC-DC 変換装

l置に よって所定の電源

に変換して各部に供給

している。

結合中継盤は被制御

所において，論理部よ

り与えられるトランジ

λ タ回路出力は， 電力

月J継電器を直接駆動す

るには小さすぎ，また

誘導防止等のため，ま

ずワイヤ九プリングリ

レーで電力士骨帽を行な

, "さらにさし込み形 写真 3 大崎変電所伝送論理盤，電源盤

継電器によ って，電力制u配電盤または機器に結合される。この

結合中継態は中継リレー(さし込み形継電器)を取り付けた盤で，

電力側配電盤と並んで配置されている。なお制御所においては，

この必要がないので直接ラ ンプまたは制御ハン ドルと結ばれて

いる。制御所における電源盤は， 写真ー2，ま た彼制御所におけ

る伝送論理盤は，写真一3 のとおり である。

新幹線に用いる H型遠方監視制御装置は，その規模において

他に例をみない大きなものであり， .高速度符号伝送，論理回

路に半導体素子の使用等，最新の技術を駆使しており，またそ

れが強電系に結ばれるため，誘導に対しても特に考慮して設計

されている。
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